
タリージェ錠５ｍｇ 
末梢性神経障害性疼痛治療剤  
第一三共 
【効】末梢性神経障害性疼痛 
【用】通常、成人には、ミロガバリンとして初期用量１回５ｍｇを１日２
回経口投与し、その後１回用量として５ｍｇずつ１週間以上の間隔をあけ
て漸増し、１回１５ｍｇを１日２回経口投与する。なお、年齢、症状によ
り１回１０ｍｇから１５ｍｇの範囲で適宜増減し、１日２回投与する。 
【副】添付文書参照 
 
スキャンドネストカートリッジ３％ 
歯科用局所麻酔剤 
日本歯科薬品 
【効】歯科・口腔外科領域における浸潤麻酔 
【用】通常、成人には１管１．８ｍＬ（メピバカイン塩酸塩として５４ｍ
ｇ）を使用する。 
なお、年齢、麻酔領域、部位、組織、症状、体質により適宜増減するが、
増量する場合には注意すること。 
【副】添付文書参照 
 
サムスカＯＤ錠７．５ｍｇ 
Ｖ２－受容体拮抗剤  
大塚製薬 
【効】【用】  
（１）．心不全における体液貯留の場合： 
通常、成人にはトルバプタンとして１５ｍｇを１日１回経口投与する。 
（２）．肝硬変における体液貯留の場合： 
通常、成人にはトルバプタンとして７．５ｍｇを１日１回経口投与する。 
（３）．常染色体優性多発性のう胞腎の進行抑制の場合： 
通常、成人にはトルバプタンとして１日６０ｍｇを２回（朝４５ｍｇ、夕
方１５ｍｇ）に分けて経口投与を開始する。１日６０ｍｇの用量で１週間
以上投与し、忍容性がある場合には、１日９０ｍｇ（朝６０ｍｇ、夕方３
０ｍｇ）、１日１２０ｍｇ（朝９０ｍｇ、夕方３０ｍｇ）と１週間以上の
間隔を空けて段階的に増量する。なお、忍容性に応じて適宜増減するが、
最高用量は１日１２０ｍｇまでとする。 

3月の採用薬品（常備薬品） 

アセトアミノフェン坐剤小児用２００ｍｇ「日新」 
小児用解熱鎮痛剤  
日新製薬 
【効】小児科領域における解熱・鎮痛 
【用】通常、乳児、幼児及び小児にはアセトアミノフェンとして、体重１ｋ
ｇあたり１回１０～１５ｍｇを直腸内に挿入する。投与間隔は４～６時間以
上とし、１日総量として６０ｍｇ／ｋｇを限度とする。なお、年齢、症状に
より適宜増減する。ただし、成人の用量を超えない。 
【副】添付文書参照 

3月の採用薬品（常備薬品の続き） 

ラスビック錠７５ｍｇ 
キノロン系経口抗菌剤  
杏林製薬 
【効】【用】【副】添付文書参照 

3月の採用薬品（院外処方専用薬品） 

ニュープロパッチ１８ｍｇ 
ドパミン作動性パーキンソン病治療剤  
大塚製薬 
【効】パーキンソン病 
【用】通常、成人にはロチゴチンとして１日１回４．５ｍｇ／日からはじめ、
以後経過を観察しながら１週間毎に１日量として４．５ｍｇずつ増量し維持
量（標準１日量９ｍｇ～３６ｍｇ）を定める。なお、年齢、症状により適宜
増減できるが、１日量は３６ｍｇを超えないこと。 
本剤は肩、上腕部、腹部、側腹部、臀部、大腿部のいずれかの正常な皮膚に
貼付し、２４時間毎に貼り替える。 
【副】添付文書参照 

3月の採用薬品（特定個人薬） 

採用区分変更薬品 
テトカイン注用２０ｍｇ「杏林」 常備薬品 → 削除薬品 
アリメジンシロップ０．０５％  常備薬品 → 削除薬品 
ロサルヒド配合錠ＬＤ「アメル」 常備薬品 → 院外専用薬品 


